
外洋会議 概要 

 

日時         ： ２０１１年６月１８日（土） １６：００～１８：００ 

場所         ： 新宿パークホテル１階会議室 

参加者（敬称略/役職略） ： 植松、児玉、平松、平井、鈴木、作田、大村、剥岩、今井、中澤、西村、 

            坂谷、菊池、榛葉、柏元、寺澤、近藤（記） 

会議内容       ：  １．東日本大震災支援状況の報告 

             ２．ジャパンカップの報告 

             ３．艇登録状況の報告 

             ４．各委員会及び団体報告 

             ５．その他 

 

議事内容/質疑応答など 

 

１． 東日本大震災支援状況の報告 （児玉さん） 

 

  ①フラッグキャンペーン等震災支援は事業開発 松原さんに移管した。 

  ②最低でも１年間は継続する。 

  ③支援について 

   JSAF 幹部と被災地メンバーと盛岡で会議し、被災地のニーズをヒアリングしたが、地域・場所で 

   多様なニーズ（ヨットの提供、遠征費、練習備品、ライジャケ、ボートのエンジン、など）があり、 

   配布後の使用に制限はしない。 

  ④支援者への説明責任 

   支援金総額、配布先、使途は支援者に説明が必要の意見があり、以下とした。 

  ⑤６月１７日現在、約２０，０００千円の支援金が集まった。 

  ⑥配布先 ： 東北セーリング連盟に、約１８，０００千円配布 

  ⑦東北セーリング連盟 

   (1)岩手、宮崎、福島、外洋宮城、石巻ヨットクラブの５団体で設立した。 

   (2)配分は、会員数で配分 

   (3)東関東、茨城、非会員は含まず。 

   (4)使途の詳細は、HP に開示する。基本は、オーナーへのお見舞金、インターハイ（高校生）の 

    遠征費、復興費として支出する予定とのこと。 

  ⑧スポット支援 

   (1)石巻では、中古艇のニーズがあり、森山福会長他で推進中、被災地からの正式な要請を提出 

    してほしい。 

   (2)マリーナなど復興プロジェクトが設立された場合、当該プロジェクト向け支援を行うことも 

    できるのではないかとの意見あり。 

  ⑨その他 （被災地の状況） 

   (1)岩手では活動ができない、セーリングは、漁業従事者から、何を遊んでいるのかと見られる。 

   (2)現状、原発の放射能影響で海に出る人はいない。 

   (3)岩手マリーナは閉鎖方向。 

   (4)小名浜マリーナも、土地・桟橋は県が所有、マリーナ設備は民間、県はマリーナ復興に消極的 

    のため、復興の目処立たず。 

 

２． ジャパンカップの報告 （平松さん） 

 

  ①エントリーの日程は、７月１日エントリー受付開始、８月１５日締め切り予定。 

  ②クラス別けしても、「Japan Cup」は一個とし、総合優勝者に授与する予定。 

 

 

 

 



 

 

３． 艇登録状況の報告 （児玉さん／寺澤さん） 

 

  ①外洋沖縄が独立し、登録２艇あり。 

  ②特別加盟団体（宮城県、長崎県、東京ヨットクラブ）が、登録業務を始めている。 

  ③会員拡大 

   ディンギー側で、会員拡大の対策チームが発足しているので、外洋内にもタスクチームを 

   立ち上げても良いのではとの意見あり。 

  ④外洋三崎からの連絡がなく、記載できなったので、来年度からは、総定数でも良いので、事前に 

   情報を連絡してほしい。（J-Sailing の発送遅延の原因と成り、会員の苦情になる可能性あり） 

 

４． 各委員会及び団体報告 

 

  ①沖縄ヨットレース （坂田さん） 

   資料通り、来年開催する。 

 

  ②アメリカズカップ （西村さん、今井さん） 

   (1)JSAF にアメリカズカップ委員会を再設立、世界情勢を公開する。 

   (2)本戦は、２０１３年６月カタマラン７２ｆｔウィングセールで実施。 

   (3)ユースＡＣ 

    a． ２０１２年８月からワールドシリーズ開始、２０１３年４月まで実施、ＡＣ４５ft カタマランを 

      使用、本戦チームも参戦するだろう、年齢は、２２歳 or２５歳以下だろうとここと。 

    ｂ． ＡＣ４５ft は、８，０００万から１億円、総経費３億程度、参戦できるかもとのこと。 

      ちなみに、本戦は、１８０億程度は掛かるだろうとのこと。 

    ｃ． シニアＡＣ 

      詳細不明、年齢制限なしで行われるとの情報あり。 

 

  ③キールボート強化委員会 （中澤さん） 

   (1)ディンギー／クルーザーのシームレス化 

   (2)ディンギーレーサーだと、クルーザーレースの目標が見えない。 

   (3)ジャパンカップをクルーザーの最高峰のレースとしてアピールが必要。 

   (4)若いセーラーをクルーザーレースに乗せてほしい。オリンピックに参加／不参加のレーサーに 

    目標を持たせたい。 

   (5)クルーザーは敷居が高い。 

   (6)ミニトンが入門でもあり、ミニトン協会を紹介することとする。 

   (7)中国からヨットレースの案内があり、このようなレース参戦も良い動機付けになるとの紹介 

    ※ウーシャンカップ：チンタオの日本人ヨットクラブが参戦 

    ※メイヤーズカップ：去年、ラッキーレディーチームが参戦して優勝、今年は、8/29～9/4。 

    ※リッチャオカップ：9/1～9/6 に開催、など。 

 

  ④外洋レース規則 （大村さん） 

   ＲＲＳ２００９－２０１２ ４２．３（ｈ）にエンジン利用の規定があり、有効に使ってほしい。 

 

 

 

                                     －以上－ 


